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理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
て
、
も
う
三
カ
月
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
は
日
本
列
島
に
自
然
災
害
が
多
発
し
、
火
山

の
噴
火
、
大
型
台
風
、
ダ
ブ
ル
台
風
、
又
、
爆
弾
低
気

圧
に
よ
る
堤
防
の
決
壊
に
よ
り
広
域
浸
水
。
自
然
の
猛

威
の
前
に
、
人
間
の
無
力
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
気
が

い
た
し
ま
す
。

　

本
会
は
去
る
六
月
二
十
一
日
に
総
会
・
第
六
十
五
回

記
念
中
日
書
道
展
表
彰
式
を
開
催
し
、
祝
賀
懇
親
会
に

は
一
、
一
二
六
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
盛
大
の
う
ち
に

閉
会
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
で
、
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親

会
の
前
に
開
か
れ
た
総
会
後
、「
理
事
会
」が
開
催
さ
れ
、

不
肖
な
が
ら
私
が
理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
誠

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
理
事
長
の
名
を
け
が

さ
な
い
よ
う
、
こ
の
二
年
間
、
一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　
理
事
長
あ
い
さ
つ　

さ
て
、
今
後
の
事
業
と
し
て
は
、
書
道
教
育
研
修
会
、

公
開
講
座
、
壽
書
展
、
愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
、
会

員
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
、
目
白
押
し
に
行
事
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
係
部
署
の
部
長
、
次
長
、
委

員
も
各
事
業
の
成
功
に
向
け
て
エ
ン
ジ
ン
全
開
で
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
、
協
賛
会
員
の
皆
様
に
も
、
こ
ぞ
っ
て
参
加
頂

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
本
会
の
公
益
性
を

流
布
す
る
為
に
も
、
友
人
、
知
人
、
一
般
の
方
々
に
も

啓
蒙
し
て
戴
き
、
一
般
社
会
を
巻
き
込
ん
だ
中
部
日
本

書
道
会
に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
公
益
社
団
法
人
の
認
可
を
受
け
て
か
ら
、
四

年
の
経
過
に
よ
り
、
去
る
八
月
七
日
に
内
閣
府
か
ら
実

地
調
査
と
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
半
日
を
か
け
て
調

査
が
有
り
、
そ
の
後
、
多
少
の
改
善
案
を
頂
き
ま
し
た

が
、
思
っ
て
い
た
よ
り
は
ス
ム
ー
ズ
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
改
善
案
は
次
回
の
理
事
会
で
検
討
の
上
、
皆
様

に
ご
報
告
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
諸
行
事
も
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
る
こ
と

な
く
、
新
体
制
の
も
と
理
事
、
企
画
委
員
の
新
鮮
な
意

見
、
発
案
を
重
視
し
て
、
新
た
な
視
野
で
企
画
、
運
営
、

実
行
を
目
指
し
、
皆
様
方
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長

�

伊
藤
昌
石

拝啓

　時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。
　平素は、本会の福祉事業に対しまして、ご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、本会では毎年年末に「しあわせ薄い人々に愛の手を」をスローガンとして「チャ
リティー愛の募金」を行っております。
　今年も、異常気象による集中豪雨により、各地では、床上浸水の被害や土砂で家が
流されるなどの災害に苦しんでいる方々がたくさんおられます。

　つきましては、本会役員の先生方並びに会員の皆様に広く献金をお願いし、中日新
聞社会事業団・東海テレビ事業団（愛の鈴）への寄託をして参りたいと思います。何
卒主旨ご理解の上、下記の通りご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　この募金の締め切りを、平成27年12月１日（火）といたします。送付してあります振込用
紙にてお願いいたします。
　尚、献金の経過並びにご芳名は会報第179号（H.28.1.1号）でご報告をさせていただき
ます。

� 敬　具

理　事　長　伊　藤　昌　石
渉外宣伝部長　岡　野　楠　亭

「2015年 チャリティー愛の募金」について

ご献金にお願いの基準

副会長、常任顧問、理事、監事、顧問 10,000円
参与、評議員 3,000円
正会員 1,000円
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日時　平成27年10月12日（月・祝）　　　場所　名古屋国際センター
第27回　書 道 教 育 研 修 会第27回　書 道 教 育 研 修 会

第
二
十
七
回
書
道
教
育
研
修
会
報
告

教
育
部
長　

後

藤

啓

太　

　

十
月
十
二
日
（
祝
・
月
）、
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
五
階
会
議
室

に
於
い
て
四
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
の
前
に
、
関
根
玉
振
副
理
事
長
か
ら
、
日
本
に
古
来
か
ら
伝

わ
る｢

入
木
抄｣

や
「
才
葉
抄
」
を
例
に
あ
げ
、
書
道
の
心
得
に
つ

い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
法
帖
や
手
本
を
よ
く
見
て
繰
り
返

し
稽
古
し
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
自
分
の
個
性
が
で
き
あ
が
っ
て
い

く
こ
と
。
部
分
練
習
と
全
体
練
習
の
両
方
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
な
ど
、
日
々
の
精
進
の
大
切
さ
を
改
め
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

漢
字
の
加
藤
矢
舟
先
生
は
、「
古
典
に
学
ぶ
淡
墨
の
小
作
品
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
墨
の
磨
り
方
、
紙
の
話
、
筆
の
使
い
方
と
、
受

講
生
の
席
を
回
り
な
が
ら
の
添
削
指
導
か
ら
、
創
作
の
実
演
ま
で
丁

寧
に
ご
指
導
下
さ
い
ま
し
た
。
補
筆
の
で
き
な
い
淡
墨
作
品
の
難
し

さ
を
受
講
生
一
同
実
感
し
ま
し
た
。

　

か
な
の
村
瀬
俊
彦
先
生
は
、「
か
な
・
あ
れ
こ
れ
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
紙
を
使
っ
て
の
実
演
、
筆
や
墨
の
細
や
か
な
解

説
に
、
か
な
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
濃
い
色
の
紙
に
書

く
場
合
の
墨
色
の
注
意
点
と
、
押
印
の
上
か
ら
金
粉
を
ふ
る
技
に
は

受
講
生
一
同
感
嘆
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

近
代
詩
文
書
の
武
内
峰
敏
先
生
は
、「
表
現
の
可
能
性
」
を
テ
ー

マ
に
、
金
子
鷗
亭
先
生
の
「
書
の
創
作
要
訣
二
十
章
」
と
、
武
内
幽

華
先
生
の
自
作
句
の
小
作
品
を
参
考
資
料
と
し
て
講
義
を
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。構
成
を
変
化
さ
せ
た
草
稿
作
り
の
ヒ
ン
ト
を
う
か
が
い
、

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
実
技
で
は
自
由
に
書
く
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

篆
刻
の
日
比
野
妃
扇
先
生
は
、「
一
文
字
刻
印
」
を
テ
ー
マ
に
、

受
講
生
全
員
の
名
前
を
個
々
に
印
材
に
布
字
し
て
お
持
ち
下
さ
い
ま

し
た
。
先
生
は
石
の
扱
い
や
印
稿
の
裏
字
の
入
れ
方
な
ど
詳
し
く
解

説
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
実
技
で
は
、
四
十
五
度
の
角
度
に
注
意
し

て
押
し
刀
で
刻
る
の
は
難
し
く
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
集
中
し
て
刻

し
て
い
ま
し
た
。

　

四
講
座
と
も
先
生
方
の
丁
寧
な
講
義
で
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
か
ら

は
「
楽
し
み
な
が
ら
実
技
も
勉
強
で
き
、
次
回
も
参
加
し
た
い
」
と

嬉
し
い
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
先
生
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は

多
数
の
お
申
込
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｂコース午後の部　篆刻　日比野妃扇先生

Ｂコース午前の部　かな　村瀬俊彦先生

Ａコース午後の部　近代詩文書　武内峰敏先生

書道講話　関根玉振副理事長

Ａコース午前の部　漢字　加藤矢舟先生
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国
内
史
跡
探
訪

　
　
　
　
研
修
旅
行

�
（
伊
豆
・
駿
河
の
旅
）

�

平
成
二
十
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　

�

八
月
四
日（
火
）～
五
日（
水
）

◦
修
善
寺
虹
の
郷

◦�

沼
津
御
用
邸
記
念
公
園�

　

西
附
属
邸
御
殿

◦�

柿
田
川
公
園�

　

柿
田
川
湧
水
群

◦�

久
能
山
東
照
宮

国内史跡探訪研修旅行　日程表
日数 月日 

（曜日） 旅　行　内　容

①
8月 4日
（火曜日）

8時15分	 JR名古屋駅西口広場に集合
8時30分	 �貸切バスにて名古屋高速自動車道・名古屋第二環状道路、東名高速道路を利用して静岡市内へ
	 ※途中、サービスエリアにてトイレ休憩（ 1回）
11時45分	 �エスパルスドリームプラザ内のジョーズ・キッチン（旧名バイキングガーデンベルージュー35）での“休

日ランチバイキング”の昼食
12時50分	 清水港に到着
	 �着後、西伊豆への最短ルート、駿河湾フェリーで土肥へ
14時25分	 土肥港に到着
	 �着後、貸切バスにて一般道を利用して歴史ある湯の街・修善寺へ
15時30分	 �自然と文化をテーマにした「修善寺虹の郷」に到着
	 �着後、四季折々の自然、咲き誇る花、古き良き時代のイギリス文化などを自由に散策
17時30分	 �中伊豆の名湯・伊豆長岡温泉ニュー八景園に到着
	 �着後、懇親夕食会までの間は入浴など自由行動
18時30分	 �宴会場にて懇親夕食会
	 夕食後、解散
� 〔伊豆長岡温泉：ニュー八景園泊〕

②
8月 5日
（水曜日）

7時00分	 宴会場にて朝食
8時30分	 貸切バスにて一般道を利用して駿東へ
8時55分	 �潮騒がいざなう皇室の香り「沼津御用邸記念公園」に到着
	 �着後、近代日本の歴史の一端を語りかけてくれる貴重な文化遺産である西附属邸御殿内部を参観
10時25分	 �「柿田川公園」に到着
	 �着後、日本の名水百選・21世紀に残したい日本の自然百選に数えられる富士山の湧き水が流れる	

「柿田川湧水群」を参観
11時05分	 �東名高速道路を利用して日本平へ
12時30分	 �富士山や伊豆半島が駿河湾越しに見られる日本平に到着
	 �着後、月日星にて“握り寿司膳”の昼食。その後にロープウェイを利用して御鎮座400年を迎える久能

山東照宮へ
	 �着後、社殿・博物館を参観。その後に再びロープウェイにて日本平へ
15時30分	 �貸切バスにて東名高速道路、伊勢湾岸自動車道、名古屋高速自動車道を利用して帰路へ
	 ※途中、サービスエリアにてトイレ休憩（ 1回）
19時00分	 JR名古屋駅西口広場に到着、到着後に解散

後方は富士山



国
内
史
跡
探
訪
研
修
旅
行
参
加
者
名
簿

三
号
車

号
車
長 

大
河
戸
柳
光

◎
太
田　

偕
風

浅
井　

紅
鶴

△
石
原　

聲
風

❖
伊
藤　
　

均

猪
又　

松
峰

長
田　

正
嗣

長
田　

裕
華

勝
海　

芝
香

加
藤　

松
雲

加
藤　

翠
林

❖
近
藤　

英
志

酒
井　

光
華

❖
佐
々
木
宏
明

諏
訪
部
菜
華

◦
武
山　

翠
屋

谷
村　

洋
恵

❖
東
倉　

元
彦

△
中
川　

貴
舟

西
垣　

美
茜

西
冨　

峯
子

則
武　
　

穹

◦
△
古
川　

昇
史

本
間　

翠
眉

水
田　

美
泉

◦
△
村
瀬　

俊
彦

毛
利　

恵
風

森　
　

京
華

◦
△
山
内　

江
鶴

△
山
口　

律
舟

山
路　

静
竹

△
山
田　

杏
華

吉
井　

子
雪

（
九
十
七
名
）

二
号
車

号
車
長 

伊
藤　

昌
園

◎
安
藤　

滴
水

◎
伊
藤　

昌
石

伊
藤　

虹
川

伊
藤　

昌
郷

伊
藤　

静
雅

伊
藤　

艸
亭

稲
垣　

竹
徑

◦
上
田　

賦
草

◦
大
島　

緑
水

◦
加
藤　

矢
舟

◦
加
藤　
　

裕

木
俣　

紫
香

△
後
藤　

啓
太

❖
近
藤　

梅
鶯

△
佐
野　

翠
峰

鈴
木　

石
城

鈴
木　

容
華

高
﨑　

鳴
琴

◦
△
武
内　

峰
敏

都
築　

心
扇

中
坂　

緑
風

◦
波
切　

童
州

△
馬
場　

紀
行

林　
　

萃
香

△
廣
澤　

凌
舟

福
谷　

旭
涛

福
山　

惠
山

穂
積　

爽
風

◦
松
下　

英
風

水
野　

菜
月

村
瀬　

幽
香

山
中　

桂
山

◦
横
山　

夕
葉

吉
田　

翠
竹

一
号
車

号
車
長 

荒
川　

恵
風

◎
樽
本　

樹
邨

◦
鬼
頭　

翔
雲

◎
関
根　

玉
振

飯
田　

瑤
華

△
井
口　

方
燕

磯
谷　

凄
聴

❖
岩
田　

緑
汀

梶
山　

盛
涛

△
上
小
倉
積
山

神
谷　

緑
泉

黒
川　

虚
宇

△
小
島　

瑞
柳

後
藤　

春
洋

◦
佐
藤　

慶
雲

下
村　

汀
柳

庄
田　

華
鳳

白
井　

景
星

鈴
木　

美
豊

関
根　

玉
翠

世
古
口
大
虚

高
桑　

嚴
風

寺
尾　

桑
林

中
川　

瑞
風

林　
　

大
樹

福
岡　

林
泉

◦
山
際　

雲
峰

◦
△
横
井　

宏
軒

岡
田　

明
洋

◎印：研修旅行役員　❖印：記録　◦印：名誉顧問・常任顧問・顧問・理事・監事　△印：企画委員　❖印：協賛会員

研
修
旅
行
役
員

顧　

問　

樽
本　

樹
邨

名
誉
副
会
長　

安
藤　

滴
水

理
事
長　

伊
藤　

昌
石

　

関
根　

玉
振

副
理
事
長

事
務
局
長
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国
内
史
跡
探
訪
研
修
旅
行
を
実
施
し
て

�

第
一
企
画
部
長
兼
Ｉ
Ｔ
部
長　

横　

井　

宏　

軒　

　

本
年
度
の
国
内
史
跡
探
訪
研
修
旅
行
は
、
八
月
四

日（
火
）
～
五
日（
水
）
に
、「
伊
豆
・
駿
河
」
へ
九

十
七
名
の
参
加
者
で
実
施
し
ま
し
た
。
国
内
史
跡
探

訪
研
修
の
目
的
は
、
知
識
の
修
得
、
情
報
の
収
集
お

よ
び
会
員
相
互
の
親
睦
、
連
携
を
図
る
こ
と
で
す
。

　

最
初
の
目
的
地
の
「
修
善
寺
虹
の
郷
」
へ
は
、
清

水
港
か
ら
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
土
肥
港
経
由

で
行
き
ま
し
た
。
同
園
は
、
修
善
寺
温
泉
の
中
心
か

ら
一
・
五
㎞
ほ
ど
離
れ
た
山
稜
に
あ
り
、
園
内
に
は

イ
ギ
リ
ス
村
、
カ
ナ
ダ
村
な
ど
の
テ
ー
マ
で
施
設
お

よ
び
日
本
庭
園
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ

の
村
の
間
に
は
ミ
ニ
鉄
道
が
敷
か
れ
、
園
内
に
は
庭

園
や
花
壇
が
多
く
、
季
節
ご
と
の
花
々
を
楽
し
め
ま

し
た
。
敷
地
面
積
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
ほ

ぼ
同
じ
五
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
広
大
な
敷
地
の

中
で
、
日
本
の
美
し
い
自
然
と
外
国
の
雰
囲
気
が
味

わ
え
ま
し
た
。

　

伊
豆
長
岡
温
泉
に
宿
泊
し
二
日
目
は
、
次
の
三
箇

所
を
研
修
し
ま
し
た
。

　
「
沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
」
沼
津
御
用
邸
は
、
明

治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
、
大
正
天
皇
（
当
時
は

皇
太
子
）
の
ご
静
養
の
た
め
に
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、こ
の
あ
た
り
一
帯
は
小
さ
な
漁
村
で
し
た
が
、

気
候
が
温
暖
な
う
え
、
前
面
に
は
駿
河
湾
、
背
後
に

は
富
士
山
と
い
う
風
光
明
媚
な
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

別
荘
地
と
し
て
注
目
さ
れ
は
じ
め
、
明
治
政
府
の
高

官
な
ど
も
別
荘
を
建
て
て
い
ま
し
た
。

　
「
柿
田
川
湧
水
群
」
柿
田
川
は
、
狩
野
川
水
系

の
一
級
河
川
で
あ
る
清
流
と
し
て
有
名
で
、
こ
の

柿
田
川
公
園
の
『
わ
き
間
』
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
柿
田
川
は
、
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
る
全
長
約

一
・
二
㎞
の
清
流
で
、
湧
水
量
は
日
に
七
十
万
ト
ン

か
ら
百
万
ト
ン
程
度
で
東
洋
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

水
温
は
、
一
年
を
通
し
て
約
十
五
度
前
後
で
安
定
し

て
お
り
、ま
た
ミ
シ
マ
バ
イ
カ
モ
な
ど
が
有
名
で
す
。

「
柿
田
川
湧
水
群
」
に
は
、
自
然
の
大
き
さ
や
力
強

さ
と
い
う
も
の
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
終
目
的
地
の
「
久
能
山
東
照
宮
」
へ
は
、
日
本

平
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
行
き
ま
し
た
。
久
能
山
東

照
宮
は
徳
川
家
康
が
元
和
二
年
（
一
六
一
六
年
）
に

死
去
し
た
後
、
遺
命
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
埋
葬
さ
れ

ま
し
た
。二
〇
一
〇
年（
平
成
二
十
二
年
）十
二
月
に
、

本
殿
・
石
の
間
・
拝
殿
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
久
能

山
東
照
宮
博
物
館
に
は
、
国
宝
「
太
刀 

銘
真
恒
」、

ス
ペ
イ
ン
国
王
か
ら
家
康
公
へ
贈
ら
れ
た「
洋
時
計
」

（
ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
け
の
時
打
付
時
計
と
し
て
現
存
す

る
日
本
最
古
の
も
の
）
な
ど
、
国
宝
一
件
、
重
文
刀

剣
十
三
件
、
重
文
甲
冑
三
件
、
重
文
徳
川
家
康
関
係

資
料
七
十
二
種
な
ど
二
千
余
点
）
を
数
え
ま
す
。

　

今
回
の
国
内
史
跡
探
訪
研
修
旅
行
は
、
例
年
に

な
い
猛
暑
の
中
で
の
研
修
旅
行
で
し
た
が
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
の
日
程
で
実
施
、
無
事
に
予
定
時

間
よ
り
早
く
名
古
屋
駅
に
到
着
解
散
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
参
加
者
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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八
月
四
日
朝
、
一
号
車
は
元
気
印
で
名
古
屋
駅

を
出
発
で
す
。
東
名
高
速
道
路
を
利
用
し
、
静
岡

へ
。
車
窓
に
は
茶
畑
が
続
き
ま
す
。
清
水
港
に
到

着
後
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
、
駿
河
湾
を
横

断
で
す
。
デ
ッ
キ
か
ら
は
、
白
い
波
飛
沫
が
あ
が

る
度
に
小
さ
な
虹
が
続
い
た
り
、
魚
の
群
れ
が
見

え
た
り
と
、
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
の
約
一
時
間
の

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
し
た
。

　

今
度
は
木
々
の
中
、
海
か
ら
山
へ
と
バ
ス
を
走

ら
せ
て
、
東
京
ド
ー
ム
十
個
分
の
広
さ
の
「
修
善

寺
虹
の
郷
」
に
到
着
で
す
。
入
場
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ

る
と
す
ぐ
に
イ
ギ
リ
ス
村
の
お
迎
え
で
す
。
建
物

は
古
き
良
き
イ
ギ
リ
ス
を
再
現
し
て
い
ま
す
。
こ

の
広
大
な
園
内
を
、
ど
う
い
う
コ
ー
ス
で
と
、
私

達
は
、
イ
ギ
リ
ス
村
か
ら
カ
ナ
ダ
村
ま
で
を
結
ぶ

Ｓ
Ｌ
で
往
復
す
る
コ
ー
ス
を
選
び
ま
し
た
。
自
然

の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
往
復
二
十
分
の
Ｓ
Ｌ
で
の

小
さ
な
旅
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
宿
は
伊
豆
長
岡
温
泉
。
楽
し
い
懇
親
夕

食
会
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
福
岡
林
泉
先
生
が

一
号
車
代
表
で
す
。
歌
も
半
ば
を
過
ぎ
た
頃
、
宿

の
方
が
紛
争
し
て
仲
間
入
り
。「
ザ
・
宴
会
」で
す
。

会
の
締
め
は
樽
本
先
生
に
よ
る
「
昴
」。
会
員
の

方
も
、
一
緒
に
大
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
五
日
、
朝
食
会
場
に
入
る
と
大
き
な
窓
か
ら

「
富
士
山
」
が
見
え
ま
し
た
。
夏
の
富
士
山
は
山

頂
に
雪
も
ほ
と
ん
ど
無
く
、
い
つ
も
と
違
う
表
情

で
し
た
。

　

そ
の
後
、「
沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
」
の
西
附

属
邸
内
部
を
参
観
。
建
物
は
質
素
な
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
使
わ
れ
て
い
る
素
材
は
吟
味
さ
れ
造
作
も
手

が
込
ん
で
、
家
具
、
備
品
も
興
味
深
い
も
の
で
、

松
林
に
囲
ま
れ
て
、
素
晴
ら
し
い
空
間
で
し
た
。

　

次
に
「
柿
田
川
公
園
」
に
到
着
。
富
士
山
の
湧

水
が
流
れ
る
柿
田
川
湧
水
群
で
は
、
わ
き
間
が
見

え
、
絶
え
間
な
く
水
が
噴
き
出
し
、
モ
コ
モ
コ
と

ま
る
で
生
き
物
の
よ
う
で
す
。
自
然
の
力
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。
水
飲
場
で
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
水
を
汲
ん
で
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
日
本
平
に
到
着
。
葵
の
御
紋
が
ラ
ッ
ピ

ン
グ
さ
れ
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
駿
河
湾
を
眺
め
な

が
ら
の
空
中
散
歩
の
後
、国
宝
久
能
山
東
照
宮
へ
。

�

岩
田　

緑
汀

1号車号車

権
現
造
、
総
漆
塗
、
極
彩
色
の
あ
ざ
や
か
さ
に
、

石
段
百
段
登
っ
て
き
た
暑
さ
も
疲
れ
も
吹
き
飛
び

ま
し
た
。

　

帰
路
の
バ
ス
で
は
、
当
日
が
誕
生
日
、
し
か
も

還
暦
の
磯
谷
凄
聡
先
生
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
誕
生
会
。

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
ト
ゥ
ユ
ー
の
大
合
唱
で
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
は
、
貸
切
バ
ス
、
フ
ェ
リ
ー
、
Ｓ
Ｌ
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
多
く
の
乗
り
物
を
満
喫
。
自
然

の
力
を
感
じ
な
が
ら
の
、
楽
し
さ
ノ
リ
ノ
リ
の
研

修
旅
行
で
し
た
。

サプライズ誕生会 !!

虹の郷　イギリス村にて

懇親会のカラオケ大会

「昴」を大合唱
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旅
行
当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
朝
か
ら
陽
光
が

照
り
つ
け
る
中
、
車
内
の
涼
し
さ
に
一
息
つ
き
定

刻
通
り
八
時
三
十
分
に
名
古
屋
駅
を
出
発
し
ま
し

た
。
二
号
車
に
は
安
藤
副
会
長
、
伊
藤
理
事
長
は

じ
め
幹
部
の
先
生
方
が
ご
同
乗
さ
れ
参
加
者
三
十

四
名
は
ビ
ー
ル
や
お
茶
で
水
分
を
補
給
し
、
和
気

藹
々
と
一
路
清
水
港
へ
伺
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
清
水
港
か
ら
土
肥
に
移
動
す
る
フ
ェ

リ
ー
か
ら
残
念
な
が
ら
富
士
山
の
眺
望
は
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
バ
ス
の
狭
さ
か
ら
解
放
さ
れ
一

時
間
余
の
航
海
を
の
ん
び
り
過
ご
し
ま
し
た
。
修

善
寺
は
緑
が
多
く
木
洩
れ
日
が
車
内
に
注
ぎ
暫
く

暑
さ
を
忘
れ
、「
虹
の
郷
」
で
は
各
々
広
い
園
内

を
散
策
し
ま
し
た
。

　

今
夜
の
宿
「
ニ
ュ
ー
八
景
園
」
に
着
き
、
ま
ず

温
泉
で
汗
を
流
し
懇
親
夕
食
会
開
始
。
例
年
の
如

く
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
二
号
車
か
ら
宇
門

会
の
若
い
先
生
お
二
人
が
カ
ラ
オ
ケ
に
飛
び
入
り

で
参
加
、「
絆
」
を
唄
わ
れ
大
好
評
で
し
た
。
部

屋
に
戻
る
と
、
伊
豆
長
岡
の
花
火
が
綺
麗
に
見
え

満
足
し
て
就
寝
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
澄
み
渡
る
空
気
の
中
車
窓
に
現
わ

れ
る
富
士
山
に
先
生
達
の
歓
声
が
上
が
り
「
沼
津

御
用
邸
」
に
向
か
い
ま
し
た
。
前
に
駿
河
湾
、
後

に
富
士
山
と
い
う
風
光
明
媚
な
土
地
に
自
然
と
調

和
し
て
建
つ
御
用
邸
の
一
部
を
暫
く
現
実
を
忘
れ

て
拝
見
し
ま
し
た
。
帰
り
道
、
栴せ
ん

檀だ
ん

の
木
が
あ
っ

て
二
号
車
の
先
生
が
一
葉
摘
ま
れ
「
栴
檀
は
双
葉

よ
り
芳
し
」
の
言
葉
通
り
か
香
り
を
確
か
め
合
い

ま
し
た
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
「
柿
田
川
公
園
」
も
富
士
の
伏
流

�

近
藤　

梅
鶯

2号車号車

水
が
湧
き
上
が
り
梅
花
藻
が
水
中
で
揺
れ
、
国
道

一
号
線
の
隣
に
癒
し
の
空
間
が
広
が
り
驚
き
ま

す
。
こ
の
自
然
を
守
る
為
に
地
域
の
住
民
が
絶
大

な
尽
力
を
傾
け
て
い
る
こ
と
を
聞
き
頭
が
下
が
り

ま
し
た
。
日
本
平
か
ら
も
富
士
山
を
望
み
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
久
能
山
に
登
り
、
静
岡
唯
一
の
国
宝

で
、
ほ
ぼ
創
立
当
時
の
姿
が
残
る
「
久
能
山
東
照

宮
」
を
暑
さ
の
中
、
汗
を
か
き
か
き
社
殿
に
手
を

合
わ
せ
ま
し
た
。「
東
照
宮
博
物
館
」
で
刀
剣
や

甲
冑
な
ど
の
宝
物
を
見
学
し
す
べ
て
の
予
定
を
終

え
ま
し
た
。

　

霊
峰
富
士
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
に
満
喫

し
、
歴
史
を
訪
ね
た
研
修
旅
行
を
終
え
無
事
に
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
交
流
が
出

来
た
旅
行
を
企
画
し
て
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

修善寺虹の郷
イギリス村からカナダ村を結ぶカンブリア号

虹の郷の正面の建物

沼津御用邸の前で

柿田川公園で湧水をのむ東照宮楼門に登る（後水尾天皇が書かれた扁額がかかる）
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本
年
の
史
跡
探
訪
研
修
旅
行
は
、
片
道
船
上

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
為
、
出
航

時
間
を
気
に
し
な
が
ら
の
出
発
と
な
っ
た
。
途
中

休
憩
を
入
れ
な
が
ら
も
、
時
間
迄
に
昼
食
会
場
到

着
。

　

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
が
、
メ
ニ
ュ
ー
も

豊
富
で
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
至
福
の
一
時
を
過

さ
れ
清
水
港
に
向
う
。西
伊
豆
へ
の
最
短
ル
ー
ト
、

駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
で
土
肥
港
へ
。
天
候
が
良
け
れ

ば
雄
大
な
富
士
山
が
一
望
と
の
事
で
し
た
が
、
今

日
は
雄
姿
が
見
え
な
か
っ
た
。
湾
航
海
で
は
、
信

号
で
止
ま
る
事
も
な
く
快
調
に
目
的
地
土
肥
港

へ
。

　

通
過
す
る
土
肥
は
金
、
湯
が
出
た
り
、
又
ま
ぼ

ろ
し
の
白
ビ
ワ
、
そ
し
て
直
径
三
十
一
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
花
時
計
、
一
獲
千
金
を
夢
み
、
金
採
集
も

出
来
る
と
か
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
土
肥
峠
を
通
過
し
て
、
修
善
寺
虹
の
郷
に
着

く
。
自
然
と
文
化
を
テ
ー
マ
に
、
四
季
折
々
の
草

花
、
伝
統
工
芸
の
匠
の
村
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ

の
街
並
み
。
広
大
な
敷
地
と
暑
さ
で
ゆ
っ
く
り
廻

る
事
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
訪
れ
た
事
の
な
い
国

の
文
化
、
伝
統
に
少
し
触
れ
ら
れ
た
。
蝉
の
鳴
き

声
に
送
ら
れ
、
お
宿
、
中
伊
豆
の
名
湯
長
岡
温
泉
、

「
ニ
ュ
ー
八
景
園
」
へ
。
一
休
み
の
後
、
い
よ
い

よ
懇
親
会
、
新
理
事
長
役
員
の
先
生
の
ご
挨
拶
乾

杯
で
始
ま
り
、
恒
例
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
、
ビ
ン
ゴ
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
な
り
、
三
号
車
は
成
績
優
秀
、

山
田
社
中
は
特
別
賞
三
連
覇
の
大
健
闘
、
会
場
が

最
大
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
、
つ
き
ぬ
楽
し
い
一

時
も
終
了
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

�

中
川　

貴
舟

3号車号車

　

二
日
目
、
な
ん
と
今
朝
は
富
士
山
が
望
め
ま
し

た
。
富
士
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
を
済
ま
せ
て
、

最
初
の
参
観
「
沼
津
御
用
邸
記
念
館
」
へ
向
か

う
。
明
治
二
十
六
年
に
造
営
さ
れ
三
代
の
天
皇
が

ご
静
養
な
さ
れ
、
廃
止
後
記
念
公
園
と
し
て
、
一

般
の
参
観
が
出
来
る
様
に
な
っ
た
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
日
本
家
屋
の
佇
ま
い
、
三
保
の
松
原
か

ら
続
く
と
言
わ
れ
る
松
並
木
、
遠
く
よ
り
聞
こ
え

る
小
波
、
知
ら
な
い
世
界
を
垣
間
見
る
事
が
出
来

た
。
次
の
見
学
地
、
柿
田
川
公
園
、
名
水
、
自
然

百
選
に
認
定
さ
れ
て
い
る
「
柿
田
川
湧
水
群
」
を

真
上
か
ら
見
学
、
こ
の
美
し
い
自
然
が
、
目
に
見

え
ぬ
奉
仕
の
あ
る
事
等
を
知
り
、
眺
め
て
い
る
と

暑
さ
も
忘
れ
、
吸
い
込
ま
れ
る
様
な
崇
高
な
気
分

に
浸
っ
た
。
湧
水
群
を
後
に
バ
ス
は
日
本
平
昼
食

会
場
へ
。
食
後
、「
久
能
山
東
照
宮
」

へ
と
向
か
う
。

　

山
頂
へ
は
、
歩
い
て
登
る
コ
ー
ス

も
あ
る
ら
し
い
が
、
日
本
平
か
ら
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
山
頂
へ
。
切
り

立
っ
た
絶
壁
屏
風
の
眺
望
、
眼
下
に

広
が
る
海
原
を
見
渡
し
山
頂
に
到

着
。
国
宝
「
東
照
宮
」
を
参
拝
。「
人

は
た
だ
身
に
程
を
知
れ
、
草
の
葉
の

露
も
重
く
は
落
つ
る
も
の
か
な
」
御

遺
訓
に
一
考
す
る
。そ
し
て
博
物
館
。

す
べ
て
の
見
学
終
了
。

　

初
日
出
発
車
中
に
て
、
理
事
の
先

生
ご
挨
拶
に
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
旅

に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
二
日
目
名

誉
顧
問
の
先
生
の
ご
挨
拶
、
伝
統
文

化
を
学
ぶ
事
が
出
来
…
…
。
楽
し
く

有
意
な
旅
が
、
無
事
終
わ
り
ま
し
た

事
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

3 号車　車内にて

カラオケ大会　三連覇の山田社中

3 号車　車前にて
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平成27年度　公益社団法人 中部日本書道会

70才以上の方を対象にご長寿をお祝いし、益々のご健勝を祈念して開催致します。
ご高覧下さい。
70才以上の方を対象にご長寿をお祝いし、益々のご健勝を祈念して開催致します。
ご高覧下さい。

会　場：電気文化会館（５階 東・西ギャラリー）
　　　　名古屋市中区栄2-2-5
会　場：電気文化会館（５階 東・西ギャラリー）
　　　　名古屋市中区栄2-2-5

第19回 書の魅力 公開講座
日時　平成27年11月22日（日）午後 1時　　会場　電気文化会館 5階 イベントホール

第24回　壽 書 展第24回　壽 書 展

会　期：平成27年11月17日㈫～11月22日㈰
　　　　午前10時～午後５時（最終日は午後４時まで）
会　期：平成27年11月17日㈫～11月22日㈰
　　　　午前10時～午後５時（最終日は午後４時まで）

主　催：公益社団法人 中部日本書道会・中日新聞社
後　援：�愛知県教育委員会・岐阜県教育委員会・三重県教育委員会・名古屋市教育委員会
主　催：公益社団法人 中部日本書道会・中日新聞社
後　援：�愛知県教育委員会・岐阜県教育委員会・三重県教育委員会・名古屋市教育委員会

海
部　

俊
樹

樽
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樹
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安
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滴
水
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玄
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黒
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清
宇

後
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汀
鶯

土
屋　

陽
山
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風

平
松　

紫
雲

安
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秀
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今
井　

仙
童

落
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深
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倉
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拝
石

権
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穂
園

近
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素
光

佐
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木
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田
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樹
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中
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秀
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早
川　

泰
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嶺
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光
苑

鬼
頭　

城
山

清　
　

芳
園

清
田　

麦
舟

工
藤　

茜
邑

栗
木　

琴
聲

幸
村　

溪
雪

國
府
谷
妙
仔

児
島　

泰
碩

近
藤　

雲
洋

酒
井　

麗
月

酒
瀬
川
香
風

志
水　

玉
華

志
水　

春
汀

下
郷　

豊
園

庄
田　

華
川

鈴
木　

静
苑

田
尾　

穂
昂

髙
田　

香
坡

竹
内　

春
翠

谷　
　

泉
石

中
川　

貴
舟

中
村　

清
園

中
村　

竹
童

新
美　

珠
光

丹
羽　

常
見

丹
羽　
　

裕

野
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玉
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大
鳳

久
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宏
道
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芳
香

藤
原　
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代

堀
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錦
城

本
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秀
岳

待
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康
苑

松
田　

鶴
鵬

三
輪　

晴
風

三
輪　

盈
夫

村
瀬　

竹
風

桃
井　

祥
谷

森　
　

京
華

保
田　

翠
渓

山
川　

杉
徑

山
川　

昌
泉

吉
井　

子
雪

青
山　

碧
雲

縣　
　

欣
司

飯
田　

寿
泉

石
倉　

桜
舟

伊
藤　

一
兆

伊
藤　

賦
美

稲
垣　

泗
郷

今
村　

禎
邨

大
谷　

素
子

大
野　

瞬
玲

岡
田　

昭
尚

筧　
　

芳
桂

春
日
井
清
苑

加
藤　

千
冬

加
藤　

芳
枝

國
廣　

寿
仙

熊
谷　

弦
謡

熊
崎　

北
咏

黒
野　

翠
雲

小
池　

理
一

小
林　

稚
泉

齋
藤　

翠
苑

坂
井　

虹
輝

榊
原　

悠
園

佐
々
木
博
山

佐
野　

李
曄

三
治　

涛
星

宗
林　

翠
径

竹
内　

芳
華

谷
川　

景
仙

冨
田　

頌
川

中
垣　

幸
聲

信
川　

芳
枝

浜
島　

緑
風

廣
瀬　

玉
樹

牧
野　

瑞
風

松
田　

穂
嬋

水
野　

紅
翠

光
澤　

閑
石

三
輪　

成
男

山
田　

鶴
玲

山
田　

祥
恵

渡
辺　

紫
江

岡
田　

正
舟

熊
崎　

明
雪

田
辺　

泰
子

谷
岡　

千
信

野
村　

繁
子

渡
邊　

翠
芳

江
﨑　

重
子

加
藤　

紫
公

杉
本　

錦
楊

髙
木　

賀
代

永
田　

正
毅

坂　
　

信
子

水
野　

笑
子

森
島　

麗
石

安
井　

包
子

神
谷　

嘉
子

中
村　
　

肇

服
部　
　

明

伊
藤　

正
美

内
山　

香
鈴

加
藤　

恵
雲

御
崎　
　

勲

寺
尾　
　

洌

◇
出
品
者
名

（
順
不
同
）

10
月
19
日
現
在

《
お
詫
び
》

　

前
号
会
報
一
七
七

号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
い
た

し
ま
す
。

壽
書
展
日
時

　

平
成
二
十
七
年

　

十
一
月
十
七
日
㈫

　
　

～
二
十
二
日
㈰
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◆会　期	 平成28年3月20日（日）・21日（月・祝）
	 20日（日）午後1時～午後6時
	 21日（月・祝）午前10時～午後6時

◆会　場	 ナディアパーク2F　アトリウム
	 名古屋市中区栄3丁目18番1号

◆	授 賞 式 平成28年3月21日（月・祝）午後2時
ナディアパーク3F　デザインホール

◆	褒　　 賞 文部科学大臣賞、愛知・岐阜・三重各県知事賞、名古屋市長賞、�
愛知・岐阜・三重各県教育委員会賞、名古屋市教育委員会賞、中日書道会賞、中日新聞社賞、�
東海テレビ放送賞、中部日本放送賞（以上申請中）、記念賞、名誉会長賞、理事長賞、推薦、奨励賞、
特選、準特選、秀逸、佳作、入選

※会場には奨励賞以上の作品を陳列します。

◆	資　　 格 幼年・小学生・中学生・高校生

◆	課　　 題 自由　＝参　考＝

幼年　う　　た・い の ち 小４　自然の美・生命の力 中２　友好を深める・地球大交流
小１　み ら い・み ど り 小５　夢の大地・世界交流 中３　新技術開発・友好提携
小２　ふれあい・心のとも 小６　地域開発・友情の輪 高校　墨の祭典・環境の美化
小３　生きる力・町の美化 中１　未来の夢・美しい自然

◆	出品要項 詳しい出品要項が中日書道会本部にありますのでお問い合わせ下さい。

◆	作　　 品 ◦用紙は、半切1/4（八ツ切）※高校生は半切縦も可　◦作品は、表装しないこと。
◦書体は、幼・小＝楷書、中＝楷書又は行書、高校生＝自由
◦作品には、学年・氏名を必ず明記すること。

◆	出 品 料 一点につき400円（個人出品者は賞品、賞状の郵送料として300円を加算。）

◆	搬入締切 平成28年1月15日（金）午前10時～午後3時
（送付される場合は14日（木）中部日本書道会本部必着でお願いします。）

◆搬入場所 公益社団法人 中部日本書道会
〒450-0002 名古屋市中村区名駅二丁目45番19号　桑山ビル8階C号室
担当　教育部長 後藤啓太	
TEL〈052〉5 8 3― 1 9 0 0　FAX〈052〉5 8 3― 1 9 1 0

◆ 取 扱 所 伊藤大林堂、永楽堂、應天堂、魁盛堂、伽藍、菊屋商店、高誠堂、小松表具店、柴田紙店、新泉堂、�
青雲堂、青柳堂、荘文堂、大玄堂、大林堂、長楽斎筆舗、名古屋キョー和、名古屋ホウコドウ、�
平野筆墨堂、松屋紙店

第66回 中日書きぞめ展作品募集

主催　公益社団法人 中部日本書道会、中日新聞社
後援　�愛知県・愛知県教育委員会、岐阜県・岐阜県教育委員会、三重県・三重県教育委員会、	

名古屋市・名古屋市教育委員会、東海テレビ放送、中部日本放送（申請中）

N

錦通 栄駅

広小路通
丸栄

矢場公園

ナディアパーク

三越

松坂屋

パルコ

大
津
通

地
下
鉄
名
城
線

矢
場
町
駅

久
屋
大
通

地下鉄東山線
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読
売
準
大
賞

〈
か　

な
〉

吉
澤　

劉
石

読
売
新
聞
社
賞

〈
か　

な
〉

村
田　

華
泉

〈
調
和
体
〉

田
中　

幸
江

福
岡　

林
泉

読
売
俊
英
賞

〈
漢　

字
〉

今
井　

翔
山

榎
本　

照
乃

尾
崎　

翠
香

杉
浦　

仁
美

高
桑　

嚴
風

高
橋　

華
堂

竹
内　

清
泉

楯　
　

青
萠

第
三
十
二
回
　
読
売
書
法
展
入
賞
者

本
会
会
員

関
係
分

���

���

読売新聞社賞（調和体）　福岡　林泉

読売新聞社賞（か　な）　村田　華泉

読売新聞社賞（調和体）　田中　幸江

読 売 準 大 賞（か　な）　吉澤　劉石
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毎　

日　

賞

〈
漢
字
部
Ⅱ
類
〉

棚
橋　

一
葉

丹
羽　

彩
霞

〈
近
代
詩
文
書
部
〉

前
田
千
登
世

〈
大
字
書
部
〉

小
島　

初
美

秀　

作　

賞

〈
漢
字
部
Ⅰ
類
〉

上
松　

早
苗

堀
尾　

岳
南

〈
漢
字
部
Ⅱ
類
〉

太
田　

龍
峰

日
下
部
み
ゆ
き

坂
井　

虹
輝

深
津　

洋
子

福
岡　

優
慧

〈
近
代
詩
文
書
部
〉

大
沢　

真
弓

大
橋　

卯
京

小
林　

恵
風

重
見　

梢
玉

堀
田　

恵
香

〈
大
字
書
部
〉

伊
藤　

井
翠

岡
野　

敬
子

佳　

作　

賞

〈
漢
字
部
Ⅰ
類
〉

兼
子　

圭
葉

小
島　

泰
子

鈴
木　

香
葉

須
田　

白
城

竹
内　

南
里

中
井　

港
星

野
口　

志
園

〈
漢
字
部
Ⅱ
類
〉

荒
木　

桃
花

杉
本　

扇
鈴

米
田　

清
翠

〈
か
な
部
Ⅱ
類
〉

夏
目　

華
星

〈
近
代
詩
文
書
部
〉

朝
井
美
佐
子

大
橋　

幽
徑

神
谷
千
恵
子

柴
田　

厚
実

楯　
　

芳
琴

谷
利　

紫
鳳

谷
口　

大
觀

平
井　

華
泉

平
岡　

妙
紅

松
井
香
代
子

真
野　

桃
華

宮
間　

秀
子

宮
本　

清
霞

三
輪　

三
麗

村
田　

香

山
田　

小
恵

横
井　

吟
虹

〈
大
字
書
部
〉

竹
内　

紫
燕

山
岸　

邦
山

〈
篆
刻
部
〉

藤
井　

子
葉

Ｕ
23
毎
日
賞

〈
近
代
詩
文
書
部
〉

田
中　

菜
摘

Ｕ
23
新
鋭
賞

〈
近
代
詩
文
書
部
〉

原
田　

沙
季

深
谷　

勇
介

Ｕ
23
奨
励
賞

〈
近
代
詩
文
書
部
〉

堀
部　

汐
里

〈
か　

な
〉

安
藤　

佳
舟

河
村　

黄
園

小
島　

瑞
月

〈
調
和
体
〉

赤
堀　

正
風

山
中　

桂
山

読
売
奨
励
賞

〈
漢　

字
〉

齋
藤　

禹
月

三
間　

恵
翠

武
山　

春
陽

長
谷
川
華
香

〈
か　

な
〉

梶
田　

女
理

永
井　

友
理

〈
篆　

刻
〉

石
原　

清
至

〈
調
和
体
〉

大
嵜　

露
光

藤
澤　

秋
嶺

特　
　

選

〈
漢　

字
〉

石
井　

玉
華

今
井　

夏
虹

岡
田　

愛
子

小
島　

白
汀

鳥
居　

竹
泉

中
沢　

志
香

菱
田　

萬
峰

美
希　

昌
風

安
田　

翠
嵐

〈
か　

な
〉

伊
佐
治
美
芳

板
倉　

恵
子

上
野　

明
美

小
野
田
美
晴

竹
内　

紫
峰

成
田　

尚
子

成
瀬　

孝
子

前
田
奈
津
子

〈
篆　

刻
〉

髙
島　

濤
翠

永
谷
加
代
子

〈
調
和
体
〉

近
藤　

翠
嶺

米
津　

美
華

秀　
　

逸

〈
漢　

字
〉

青
木　

美
洲

天
野　

廣
衍

石
井　

瑞
鶴

井
谷　

李
春

伊
藤　

虹
川

今
村　

博
嗣

遠
藤　

紫
聖

遠
藤　

真
人

大
岡　

祥
園

大
野　

樹
抱

大
橋　

南
風

尾
嵜　

紫
光

加
藤　

花
畦

亀
井　

杏
華

河
合　

翠
山

河
原
﨑
坡
青

小
林　

峰
玉

小
林　

雅
子

近
藤　

諏
谷

佐
藤　

清
暁

清
水　

裕
子

新
宮　

緑
園

鈴
木　

美
豊

坪
井　

英
哲

富
田　

華
妍

長
尾　

秀
麗

野
田　

春
華

波
多
野
香
葉

浜
島　

緑
風

古
田　

清
流

松
本　

紅
華

水
谷　

天
風

水
野　

菜
月

望
月　

希
彩

安
田　
　

瞳

矢
野　

彩
心

山
口　

竹
汀

山
添　

智
加

山
田　

杏
華

吉
田　

桃
花

米
津　

香
柳

〈
か　

な
〉

稲
吉
小
夜
子

井
上
三
保
子

宇
佐
美
待
月

大
野　

妙
子

大
原　

律
苑

小
倉　

壽
子

尾
崎
美
恵
子

加
藤　

桂
子

小
出　

誠
子

佐
藤　

悦
子

杉
江
か
よ
子

田
中　

江
雨

永
島　

育
子

橋
本　

富
子

花
井　

竹
聲

平
野　

仁
子

松
居　

光
子

水
野
美
保
子

吉
田
八
千
代

和
田
美
智
子

〈
篆　

刻
〉

伊
藤　

紅
彩

太
田　

累
淪

平　
　

冨
耀

山
本　

正
良

〈
調
和
体
〉

阿
知
和
恵
華

伊
藤　

弥
生

内
本　

久
園

大
野　

蘭
香

小
松　

翠
篁

近
藤　

峻
岳

柴
田　

桃
花

南
原　

宏
風

西
脇　

聖
園

日
比
野
汀
華

星
野　

蘭
雪

堀　
　

怜
泉

松
崎　

朱
實

吉
川　

紅
蓮

吉
村
佳
代
子

第
六
十
七
回

　
　
毎
日
書
道
展
入
賞
者

本
会
会
員

関
係
分

���

���
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訃　
　

報

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し

　
　
　
　

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
厚
生
部
）

◦
７
月
12
日

　

正
会
員

　

嶋
田
恵
紅
氏�

78
才

◦
８
月
５
日

　

理　

事

　

工
藤
俊
朴
氏

　

ご
母
堂

　
　

 

秋
子
様�

88
才

◦
８
月
７
日

　

正
会
員

　

小
島
春
美
氏�

64
才

◦
８
月
21
日

　

常
任
顧
問

　

座
馬
井
邨
氏�

100
才

◦
９
月
13
日

　

正
会
員

　

堀
江
佳
玉
氏�

60
才

　
　
　

あ
と
が
き

・�
第
一
七
八
号
中
日
会
報
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

・�

寒
暖
差
の
大
き
い
昨
今
、

ご
自
愛
下
さ
い
。

�
（
編
集
部
）

新
入
会
員
紹
介	

（
七
・
八
・
九
月
分
）

●
本　
　

部

　
　

伊
藤　

悠
石

●
一
宮
支
部

　
　

甲
斐
野
美
津
枝 社

中
展
・
個
展
の
ご
案
内

◦
第
二
十
一
回

　

大
知
会
系　

興
文
会
書
展	

　

 　
　
（
併
催 

第
二
十
二
回
全
国
公
募
展
）

代
表　

伊
藤
昌
石

会
期　

十
一
月
十
日
㈫
～
十
五
日
㈰

会
場　

�

電
気
文
化
会
館
五
階

　
　
　
（
東
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

◦
陽
山
会 

三
十
周
年
記
念
展

代
表　

土
屋
陽
山

会
期　

十
二
月
十
五
日
㈫
～
二
十
日
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
（
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
八
階
Ｈ
・
Ｉ
室
）

　

本
会
会
員
に
よ
る
書
展
の
ご
案

内
を
会
報
及
び
Ｈ
Ｐ
に
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
報
に
は
案
内
原
稿
を
、

　

Ｈ
Ｐ
に
は
展
覧
会
案
内
用
ハ
ガ

キ
を
本
部
迄
お
送
り
下
さ
い
。

　

次
号
（
一
月
号
）
は
二
月
中
旬

か
ら
翌
年
五
月
中
旬
ま
で
の
展
覧

会
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

�

編
集
部

平成27年度 第19回 書の魅力 公開講座
　会員及び一般市民を対象に、中部日本書道会を代表する講師と、現代墨研究家が書の魅力について
講演します。

○日　　時　 平成27年11月22日（日）
受　　付　 12：30
開会行事　 13：00

第一講座　13：15～14：25
名 倉 鳳 山 先生
演　題
「硯の文化」

第二講座　14：45～15：35
松 下 英 風 先生
演　題
�「和様、淡墨の書」

閉会行事　 15：35　修了証授与

○会　　場　 �電気文化会館　イベントホール（ 5階）　名古屋市中区栄 2-2-5

主催：公益社団法人 中部日本書道会・中日新聞社　　後援：愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会

ホームページアドレス　 http://www.cn-sho.or.jp

メールアドレス　　　　 info@cn-sho.or.jp

白 川 公 園

国
道
19
号
線

錦 通

伏

見

通

広 小 路 通

至
名
駅

至

栄

御園座
日土地
ビル

地下鉄
伏見駅

4番出口

電気文化会館
イベントホール

N

 ボウリング大会 ボウリング大会
会員外の方も参加出来ますので、�
ご友人等おさそい合わせください。�
多数のご参加をお待ちしております。
� （厚生部）　

懇談会　競技終了後
会　場　星ヶ丘ボウル
会　費　�3,000円（会員外4,000円）�

※競技費、懇談費用を含む

申込〆切日　11月13日金
本部又は厚生部小島瑞柳まで。

員 交流会
12月13日日 15：00



一
宮
支
部

半
田
支
部
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支
部
だ
よ
り
（�

平
成
二
十
七
年
度

）�

　
上
半
期

◉
一
宮
総
合
美
術
展

　

会　

期　

六
月
四
日（
木
）～
七
日（
日
）

　

会　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

出
品
者　

一
宮
支
部
員
四
十
一
名

　

主　

催　

一
宮
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会

　

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
に
所
属
す
る
書
道
・
日

本
画
・
洋
画
・
彫
刻
立
体
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・
写

真
の
、
各
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
作
家
に
よ
る
、

一
宮
市
が
誇
る
総
合
美
術
展
で
す
。

　

一
宮
支
部
か
ら
は
四
十
一
名
が
出
品
、
全
部
門

総
勢
百
五
十
一
名
に
よ
る
大
展
覧
会
で
、
多
く
の

方
々
に
楽
し
く
ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

書
部
門
の
代
表
理
事
を
務
め
る
当
支
部
は
、
出

◉
第
五
十
一
回
学
童
書
道
展

　

会　

期　

七
月
十
一
日（
土
）～
十
二
日（
日
）

　

会　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　

出
品
数　

二
、
三
四
五
点

　

厳
正
な
審
査
が
支
部
役
員
と
出
品
指
導
者
に
よ

り
行
な
わ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
は
じ
め
、
多

く
の
賞
を
決
定
、
中
国
の
子
供
た
ち
の
友
好
作
品

二
十
点
も
あ
わ
せ
て
展
示
さ
れ
た
。

　

本
年
も
会
期
中
た
く
さ
ん
の
親
子
さ
ん
た
ち
が

来
場
さ
れ
、
子
供
た
ち
の
作
品
を
一
生
懸
命
さ
が

し
見
つ
け
る
と
、
家
族
で
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。

い
つ
も
の
光
景
な
が
ら
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
る

と
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
に
な
る
。

◉
寿
色
紙
贈
呈

　

寄
贈
日　

八
月
二
十
一
日（
金
）

　

寄
贈
先　

半
田
市
、
東
浦
町
、
阿
久
比
町
、

　
　
　
　
　

武
豊
町
、
美
浜
町
、
南
知
多
町

　

寄
贈
数　

七
二
〇
枚

品
だ
け
で
は
な
く
、
陳
列
・
会
場
当
番
等
の
協
力

も
行
い
ま
し
た
。

◉
第
二
十
二
回
選
抜
作
品
展

　

会　

期　

七
月
十
一
日（
土
）～
十
二
日（
日
）

　

会　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

出
品
者　

百
三
名

　
「
お
り
も
の
感
謝
祭
一
宮
七
夕
ま
つ
り
」に
協
賛

し
、
一
宮
書
道
連
盟
主
催
学
生
書
道
展
の
併
催
展

で
あ
り
、
一
宮
支
部
と
し
て
後
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
選
抜
作
品
展
」
は
、
支
部
役
員
を
中
心

に
学
生
書
道
展
参
加
指
導
者
も
出
品
し
、「
読
め

て
、
楽
し
く
ユ
ニ
ー
ク
な
小
作
品
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
書
道
展
と
同
会
場
に
て
開
催
さ
れ
る
た

め
、
ご
家
族
で
の
参
観
者
も
多
く
盛
況
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

例
年
の
如
く
近
隣
一
市
五
町
の
高
齢
者
の
方
々

へ
市
・
町
を
通
し

て
贈
呈
す
る
。
各

首
長
さ
ん
か
ら
も
、

「
み
な
さ
ん
大
変
、

楽
し
み
に
待
っ
て

い
ま
す
。」と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◉
第
四
十
九
回
支
部
展

　

会　

期　

八
月
二
十
九
日（
土
）～
三
十
日（
日
）

　

会　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　

出
品
数　

一
三
八
点

　

本
部
よ
り
伊
藤
昌
石
理
事
長
、
松
永
清
石
副
理

事
長
、
関
根
玉
振
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
よ
り
賛

助
出
品
を
賜
り
、
加
え
て
中
国
徐
州
よ
り
五
点
の

友
好
出
品
を
い
た
だ
き
会
場
に
花
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
会
員
の
作
品
も
多
彩
な

ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
り
、
見
応
え
の
あ
る
作
品
展
に

な
っ
て
い
っ
て
お
り
ま
す
。

第22回選抜作品展

第51回学童書道展

一宮総合美術展

寿色紙贈呈
第49回半田支部展



西
三
河
支
部

東
三
河
支
部
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◉
研
究
会

　

日　

時　

三
月
二
十
九
日（
日
）

　

会　

場　

安
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

参
加
者　

一
四
四
名

　

会
員
の
皆
様
が
作
品
を
持
ち
寄
り
、
支
部
恒
例

の
研
究
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各
部
門
の
先

生
方
に
細
部
に
わ
た
り
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
熱
心
に
聴
講
さ
れ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

継
が
る
有
意
義
な
研
究
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

勉
強
の
場
で
も
あ
り
ま
す
研
究
会
に
ぜ
ひ
多
く

の
方
々
が
ご
参

加
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

◉
第
四
十
八
回
支
部
学
生
書
道
展

　

会　

期　

七
月
十
日（
金
）～
十
二
日（
日
）

　

会　

場　

岡
崎
市
美
術
館

　

出
品
数　

五
、
九
六
六
点

　
　
　
　
　
（
内
高
校
生
三
九
二
点
）

　

入
場
者　

一
、
五
六
〇
名

　

毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て
の
学
生
書
道
展
。
今
年

◉
東
三
河
支
部
展

　

会　

期　

六
月
三
十
日（
火
）～
七
月
五
日（
日
）

　

会　

場　

豊
川
市
桜
ケ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
二
階

　

出
品
者　

支
部
会
員

　

出
品
数　

一
二
四
点

　

本
部
か
ら
伊
藤
昌
石
新
理
事
長
、
松
永
清
石
副

理
事
長
、
関
根
玉
振
副
理
事
長
の
玉
作
を
賛
助
出

品
し
て
い
た
だ
き
、
第
三
十
九
回
東
三
河
支
部
展

を
開
催
し
ま
し
た
。
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
豊
川
市

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
展
示
室
が
増
え
、
ゆ
っ

た
り
と
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
中
で
作
品

を
鑑
賞
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

諸
先
生
方
、
多
く

の
お
客
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
温
か
い

ご
指
導
や
励
ま
し
を

賜
り
、
盛
会
の
う
ち

に
会
期
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

◉
講
演
会

　

日　

時　

七
月
四
日（
土
）
午
後
三
時
半

　

会　

場　

豊
橋
商
工
会
議
所
四
階

　

講　

師　

元
中
日
新
聞
社
事
業
局
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
宏
昭
氏

　

演　

題　
「
体
験
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

�

～
ニ
ュ
ー
ス
の
読
み
方
」

　

講
師
の
山
口
宏
昭
氏
は
豊
川
市
の
ご
出
身
で
、

昭
和
五
十
二
年
に
京
都
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後

中
日
新
聞
社
に
入
社
さ
れ

ま
し
た
。
大
垣
、
岐
阜
、

名
古
屋
、
東
京
本
社
と
勤

務
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年

名
古
屋
に
戻
ら
れ
、
事
業

は
「
自
然
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
第
四
十
八
回
展
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

　
（
課
題
）

　
　

幼
年　

い
け　
　

一
年　

く
に

　
　

二
年　

か
わ　
　

三
年　

水
力

　
　

四
年　

月
光　
　

五
年　

大
河

　
　

六
年　

自
然　
　

中
一　

地
球

　
　

中
二　

気
候　
　

中
三　

環
境

　

今
年
か
ら
新
た
に
幸
田
町
の
後
援
を
い
た
だ
く

事
が
で
き
、
有
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

出
品
要
項
か
ら
賞
品
発
送
迄
の
五
カ
月
に
わ
た

る
作
業
を
事
務
局
員
が
一
致
団
結
し
て
協
力
、
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
一
人
で
も
多
く

の
子
供
た
ち
が
、
将
来
書
道
に
携
わ
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
希
望
し
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

局
局
長
を
最
後
に
平
成
二
十
七
年
六
月
定
年
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
テ
レ
ビ
愛
知
取
締
役
専
務

執
行
委
員
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
講
演
で
は
、
事
件
記
者
、
特
報
記
者
、
経
済

記
者
と
し
て
の
体
験
を
通
し
て
、
実
際
に
起
こ
っ

た
事
件
の
取
材
内
容
を
ま
じ
え
て
、
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
の
新
聞
が
抱
え
る
課
題
や
、
取
材
か
ら
見
え

て
く
る
社
会
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◉
会
員
集
会

　

日　

時　

七
月
四
日（
土
）
午
後
五
時
半

　

会　

場　

豊
橋
商
工
会
議
所
三
階
ホ
ー
ル

　

参
加
者　

九
十
三
名

　

本
部
か
ら
伊
藤
昌
石
新
理
事
長
、
松
永
清
石
副

理
事
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
平
成
二
十
七
年
度
東

三
河
支
部
会
員
集
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
員
集
会
の
中
、
新
し
く
中
日
書
道
会
理
事
長

に
な
ら
れ
た
伊
藤
昌
石
先
生
に
、
東
三
河
支
部
顧

問
の
寺
田
樹
風
先
生
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
、
会
員
一
同
伊
藤
先
生
の
理
事
長
就

任
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
会
員
集
会
議
事
に
入
り
、
平
成
二
十

六
年
度
事
業
報
告
並
び
に
二
十
七
年
度
事
業
計

画
、
平
成
二
十
六
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び
二
十

七
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
第
六
十
五

回
中
日
書
道
展
入
賞
者

が
紹
介
さ
れ
会
員
一
同

拍
手
で
お
祝
い
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
松
永
副
理
事

長
に
よ
る
乾
杯
の
御
発

声
で
交
流
会
が
始
ま
り
、

盛
大
で
和
や
か
な
会
員

集
会
に
な
り
ま
し
た
。

研　究　会

第48回支部学生書道展

支部展風景

会員集会 受賞者紹介
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◉
濃
飛
支
部
展

　

会　

期　

七
月
二
十
四
日（
金
）～
二
十
六
日（
日
）

　

会　

場　

恵
那
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

伊
藤
昌
石
理
事
長
、
松
永
清
石
副
理
事
長
、
関

根
玉
振
副
理
事
長
に
作
品
を
出
品
し
て
戴
き
花
を

添
え
て
戴
き
ま
し
た
。
会
員
と
そ
の
他
の
方
に
も

出
品
し
て
戴
き
総
点
数
は
三
十
九
点
で
し
た
。
入

場
者
は
二
百
名
程
で
熱
心
に
参
観
し
て
戴
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
観
て
戴
く
方
に
わ
か
り
易
い
様
釈

文
を
つ
け
ま
し
た
。

◉
支
部
集
会
・
講
演
会
・
交
流
会

　

日　

時　

七
月
二
十
六
日
（
日
）

支
部
集
会

　

会　

場　

恵
那
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

本
部
よ
り
横
井
宏
軒

先
生
、
佐
野
翠
峰
先
生

に
来
賓
と
し
て
御
出
席

戴
き
ま
し
た
。
お
忙
し

い
中
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◉
北
勢
支
部
展

　

会　

期　

七
月
十
八
日（
土
）～
二
十
日（
月
・
祝
）

　

会　

場　

四
日
市
市
民
文
化
会
館
第
三
展
示
室

　

出
品
数　

九
十
八
点

　

本
部
か
ら
は
伊
藤
昌
石
理
事
長
、
関
根
玉
振
副

理
事
長
、
松
永
清
石
副
理
事
長
の
特
別
出
品
を
頂

き
、
北
勢
支
部
会
員
の
力
作
と
会
員
外
の
方
の
出

品
作
品
を
展
示
、
今
年
二
月
の
伊
勢
型
紙
講
習
会

で
の
作
品
も
併
せ
て
展
示
し
、
来
場
さ
れ
た
方
々

に
幅
広
い
作
品
の
数
々
を
楽
し
ん
で
頂
け
た
事
と

思
い
ま
す
。

◉
支
部
集
会
・
講
演
会

　

日　

時　

七
月
十
九
日
（
日
）

　

会　

場　

四
日
市
市
文
化
会
館
第
三
ホ
ー
ル

支
部
集
会

　

本
部
よ
り
関
根
玉
振
副
理
事
長
、
横
井
宏
軒
第

一
企
画
部
長
、
上
小
倉
積
山
第
二
企
画
部
長
を
お

迎
え
し
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
報
告
、
二
十
七
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告

が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
二
十
七
年
度

事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
が
提
案
さ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
役
員
改
選
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

講
演
会

　

会　

場　

恵
那
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

講　

師　

徳
川
美
術
館
学
芸
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

四
辻
秀
紀
先
生

　

演　

題　
「
文
房
至
宝　

墨
を
中
心
に
」

　

徳
川
美
術
館
の
古
墨

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

に
映
像
で
説
明
し
な
が

ら
お
話
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
文
人
の
た

し
な
み
と
し
て
の
文
房

至
宝
は
風
雅
を
た
の
し

み
精
神
性
を
高
め
る
た

め
贅
の
限
り
を
つ
く
し

た
す
ば
ら
し
い
も
の
で

あ
っ
た
様
で
す
。

交
流
会

　

会　

場　

恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

乾
杯
の
あ
と
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
太
鼓
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
障
害
を
持
っ
た
方

達
の
真
剣
な
演

奏
に
涙
が
こ
み

上
げ
て
来
ま
し

た
。
本
部
の
先

生
方
や
会
員
の

皆
様
と
の
交
流

も
出
来
、
楽
し

い
一
時
を
過
さ

せ
て
戴
き
ま
し

た
。

講
演
会
・
懇
親
会

　

集
会
後
、
同
会
場
で
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

講　

師　

関
根
玉
振
副
理
事
長

　

演　

題　
「
篆
書
の
魅
力

　
　
　
　
　
　
　

～
書
い
て
遊
び
ま
し
ょ
う
～
」

　

参
加
者　

八
十
名

　

篆
書
は
書

く
だ
け
で
は

な
く
文
字
の

起
源
も
一
緒

に
楽
し
く
勉

強
で
き
る
と

い
う
幾
つ
か

の
例
と
、
偏

と
旁
に
動
き

の
あ
る
「
呉

昌
碩
の
石
鼓
文
」
を
推
奨
さ
れ
た
事
で
、
篆
書
の

勉
強
の
入
り
口
を
関
根
先
生
に
導
い
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
揮
毫
で
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運
筆
、

同
じ
太
さ
で
あ
り
な
が
ら
線
の
力
強
さ
、
線
の
切

れ
味
に
変
化
の
あ
る
作
品
を
見
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

篆
書
世
界
へ
引
き
込
ま
れ
興
味
を
も
っ
た
多
く

の
参
加
者
が
、
そ
の
後
楽
し
く
篆
書
を
書
い
て
遊

び
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
プ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
に
移
動
し
て
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
最
後
に
、
関
根
先
生
が
書
か
れ
た

額
入
り
の
小
作
品
の
抽
選
会
が
あ
り
大
変
楽
し
い

一
時
と
な
り
ま
し
た
。

支部集会

講演会交流会

濃飛支部展

支　部　展

講　演　会
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◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

五
月
十
七
日（
日
）

　

場　

所　

京
都
花
園
・
太
秦
東
映
映
画
村

　

参
加
者　

四
十
六
名

　

初
夏
の
日
差
し
が
ま
ぶ
し
い
日
、
京
都
花
園
を

訪
れ
た
。
太
秦
東
映
映
画
村
は
、
人
気
時
代
劇
の

背
景
。
一
つ
の
映
画
の
撮
影
が
、
劇
場
や
テ
レ
ビ

に
流
れ
る
ま
で
に
、
そ
の
準
備
や
多
数
の
俳
優
、

演
出
家
、
脚
本
家
、
衣
装
、
メ
イ
ク
、
道
具
や
裏

方
の
工
夫
の
数
々
は
、
創
作
へ
の
道
筋
の
遠
さ
、

深
さ
、
広
さ
を
思
わ
せ
る
。
中
で
も
、
歴
代
映
画

の
ポ
ス
タ
ー
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
、
そ
の
題
字
は
昨

今
の
新
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
は
比
較
に
な
ら
な
い

格
調
の
高
さ
だ
。
今
回
の
研
修
で
は
、
団
扇
に
書

や
絵
を
興
じ
る
時
間
も
大
い
に
楽
し
め
た
。
午
後

◉
支
部
集
会
・
講
演
会
・
交
流
会

　

日　

時　

五
月
三
十
一
日（
日
）

　

会　

場　

岐
阜
会
館

支
部
集
会

　

出
席
者　

七
十
八
名

　

本
部
よ
り
関
根
玉
振
副
理
事
長
、
横
井
宏
軒
第

一
企
画
部
長
兼
Ｉ
Ｔ
部
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
平

成
二
十
七
年
度

支
部
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六

年
度
の
事
業
、

収
支
決
算
報
告

及
び
二
十
七
年

度
事
業
計
画

（
案
）並
び
に
収

支
予
算
案
に
つ

い
て
審
議
さ
れ

滞
り
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
・
交
流
会

　

講　

師　

㈱
一
休
園
代
表
取
締
役
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
哲
暁
氏

　

演　

題　
「
筆
の
こ
と
い
ろ
い
ろ
」

　

参
加
者　

七
十
名

　

久
保
田
哲
暁
先
生
は
、
伝
統
工
芸
品
熊
野
筆
指

定
産
業
者
で
あ
る
一
休
園
を
継
が
れ
、
四
十
四
年

目
と
な
ら
れ
、

現
在
取
締
役
会

長
を
な
さ
っ
て

い
ま
す
。
筆
の

原
料
は
原
毛
と

筆
管
で
あ
り
、

原
毛
か
ら
説
明

は
散
策
。
移
動
し
て
臨
済
宗
大
本
山
妙
心
寺
に
参

詣
。
目
を
見
張
る
荘
重
な
た
た
ず
ま
い
の
中
、
天

井
の
雲
竜
図
、
塔
頭
退
蔵
院
で
は
元
信
の
枯
山

水
、
水
琴
窟
な
ど
。
歴
史
に
刻
ま
れ
た
遥
か
な
文

化
の
奥
行
に
し
ば
し
心
が
つ
つ
ま
れ
安
ら
ぎ
の
時

間
と
な
っ
た
。

◉
支
部
集
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

　

日　

時　

十
月
十
一
日（
日
）

　

会　

場　
津
ア
ス
ト
ビ
ル
・
ア
ス
ト
ホ
ー
ル
・
み
や
び

支
部
集
会

　

本
部
よ
り
伊
藤
昌
石
理
事
長
、
関
根
玉
振
副
理

事
長
の
、
ご
臨
席
を
賜
り
支
部
集
会
・
講
演
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
報

告
・
会
計
収
支
決
算
の
中
間
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

講
演
会
・
懇
親
会

　

講　

師　

花
井
嶺
郎
氏

　

演　

題　
「
気
に
な
る
言
葉
―
心
を
高
め

　
　
　
　
　
　
　

 
心
を
癒
す
珠
玉
の
言
葉
―
」

　

花
井
嶺
郎
先
生
の
ご
講
演
は
大
変
す
ば
ら
し
く

受
講
者
一
同
真
剣
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。
仕
事
で

磨
か
れ
、
読
書
で
磨
か
れ
、
人
に
よ
っ
て
磨
か
れ

る
、
人
の
心
の
在
り

方
が
、
温
か
い
言
葉

で
語
ら
れ
、
何
十
冊

も
の
本
の
貴
重
な

エ
ッ
セ
ン
ス
を
吸
収

出
来
た
充
足
感
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後

場
所
を
ア
ス
ト
津
二

階
の
「
み
や
び
」
に

か
え
て
、
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
が
、
和

気
藹
々
、
楽
し
い
一

時
と
な
り
ま
し
た
。

を
さ
れ
、
筆
は
冬
毛
、
み
め
も
よ
し
、
―
（
枕

草
子
よ
り
、
冬
毛
が
良
い
と
の
意
）
冬
毛
は
密
生

し
て
最
適
だ
そ
う
で
す
。

　

原
毛
の
種
類
＝
狸
毛
、馬
毛
、イ
タ
チ
毛
、ね
こ

毛
、
鹿
毛
等
々
あ
り
、
そ
の
筆
の
性
質
、
見
分
け

方
、
筆
の
お
ろ
し
方
等
、
そ
し
て
筆
の
特
徴
等
々

を
解
説
、
専
門
的
で
奥
の
深
い
筆
の
全
て
を
解
り

易
く
ご
講
義
を
賜
り
ま
し
た
。

◉
岐
阜
支
部
会
員
展

　

会　

期　

九
月
十
一
日（
金
）～
十
三
日（
日
）

　

会　

場　

岐
阜
市
民
会
館

　

参
加
者　

二
五
九
名

　

本
部
よ
り
、
伊
藤
昌
石
理
事
長
、
松
永
清
石
副

理
事
長
、
関
根
玉
振
副
理
事
長
の
玉
作
を
拝
借

し
、
会
場
に
花
を
添
え
て
戴
き
ま
し
た
。
年
々
若

年
層
の
作
品
も
増
え
、
又
、
料
紙
の
色
彩
も
豊
か

に
、
多
種
多
様
な
作
品
の
数
々
を
す
っ
き
り
と
展

示
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
度
に

作
品
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
出
品
者
一
同
、
次
回

は
更
な
る
研
鑽
を
胸
に
、
観
賞
し
た
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。

支部会員展

支部集会書道講演会

研 修 旅 行

講　演　会


